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　野菜に関する研究（　・　報）の中で，野菜の含有栄養素および健康貢献の知識に差があっ１ ２

たことから，各々の知識の高低が野菜使用状況と使用意識に及ぼす影響をみた。野菜の栄養素

知識の高い者は，野菜が健康に果たす役割に関する知識も高く，栄養素では｢プロビタミンA｣ 

｢食物繊維｣，健康事項では「便秘予防」の知識が高く，「骨・歯の強化」が低かった。野菜使用

頻度は，栄養素・健康知識の高低にかかわらず使用野菜の種類は同様で，使用率はそれぞれ高

群が多かった。さらに，野菜購入時気にする事項は，高群に新鮮度・旬が多く，低群に外観・

好き嫌いが多かった。野菜の調理法では栄養素知識の高低群共「生食」を，健康知識の高群は

「炒める」など簡単な加熱調理を挙げていた。栄養素と健康の知識が高かった群は，野菜の有

機栽培を「重視する」傾向が高く，購入理由として「安全性」を挙げていたが，ガイドライ

ン・農薬安全使用基準の知識は殆どみられなかった。旬野菜の知識状況は栄養素・健康知識の

高い群に高く，夏が多く秋が少なかった。今後，知識と実行動を結びつける指導が必要と考え

る。
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Ⅰ  はじめに
　

　近年のグローバル化の波は，日本の食を含め生活全般に豊かさをもたらし，個々の生活意識，

価値観に急激な変化をもたらしている。動物性たんぱく質・脂肪中心の欧米型の食生活が普及

し，食嗜好は油脂味の食事構成に向かっている　)といわれている。そうした中で，農林水産省1

は，「老若男女問わず，今日消費者の最大の関心事は食品の品質・安全性である」　 )という調査2

結果も報告され，大手量販店では積極的に独自のブランド有機農産物生産に取り組み　)，食の3

安全性を追及している。しかし，若い世代には簡便性や経済的に安価な食物を求める傾向があ
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り，総エネルギーの約半分を油脂が占める栄養バランス食品を食事そのものと認識する者　)や，4

コンビニ惣菜・インスタント食品利用の増加も多数報告されている。こうした現状の中で，先

ごろ，本県の南日本新聞紙上で，「深刻化する野菜離れ」と題して野菜摂取不足が生活習慣病

に関連するという知識が，積極的に野菜を摂ろうとする姿勢にはつながっていないと報道され

ていた。また，平成　年度国民栄養調査でも，若年層ほどその摂取量が低いと指摘されている。９

　そこで今回，望ましい食習慣の確立と健康に対する自己管理を促す目的で，野菜の含有栄養

素の知識および健康貢献事項の知識の二面から野菜使用状況と使用意識の関連を調査したので

報告する。

Ⅱ  対象および方法
　

対象：食物栄養専攻女子短大　年生       　   １００名    平均年齢    19.3歳±1.12

　　　芸術および文系女子短大　年生　　　１００名    平均年齢    18.5歳±0.62

　　　食物栄養専攻女子短大　年生の母親　１００名    平均年齢    46.4歳±3.11

          　                               　　　　　　　　　　 有職率       37.0%

方法：平成１０年　月中旬，　①緑黄色野菜および淡色野菜摂取状況  ②生鮮野菜使用頻度  ③野菜６

購入時，気になること ④主要野菜購入時の意識  ⑤四季別の旬を感じる野菜  ⑥野菜の調理

法頻度  ⑦日常不足状況にあると感じている食材料などについて自記入方式でアンケート

調査を実施した。野菜に含まれる栄養素のエネルギー，たん白質，脂肪，プロビタミンＡ，

ビタミンＢ群，ビタミンＣ，プロビタミンＤ，ビタミンＥ，鉄，カルシウム，カリウム，

食物繊維の１２項目を各１点とし，　 ～　点取得の９０名を栄養Ｌ群，　 ～　点取得の１５１名１ ３ ４ ６

を栄養Ｍ群，　 ～１２点取得の５９名を栄養Ｈ群と　分類した。また，野菜の健康貢献事項で７ ３

ある，高血圧予防，コレステロール値降下作用，肥満・糖尿病予防，ガン予防，骨・歯が

丈夫になる，便秘予防，貧血予防，ストレスに対する抵抗力アップの　項目を各　点とし，８ １

　点取得の３１名を健康Ｌ群，　 ～　点取得の２４８名を健康Ｍ群，　 ～　点取得の２１名を健１ ２ ６ ７ ８

康Ｈ群と　分類した。そして，統計ソフト「HALBAU」を用い，知識の高低が野菜摂取状３

況におよぼす影響をみた。（回収率１００％）

�　結果および考察
　

１．栄養素知識および健康貢献知識のＨ・Ｌ群別対象構成

　栄養素知識および健康貢献知識の対象構成を図　に示す。栄養素知識のＨ群には，食物栄養１

専攻女子短大　年生（以下，食栄とする）が最も多く４２．４％で，芸術・文系女子短大　年生２ ２

（以下，芸術・文系とする）が最も少なく１８．６％だった。栄養Ｌ群は，芸術・文系が４３．３％で

最も多く，食栄とその母親世代はそれぞれ２７．８％と２８．９％でほぼ同率だった。健康Ｈ群は，母

親世代が最も多く６６．６％で，食栄と芸術・文系はそれぞれ１９．０％と１４．３％で差はみられなかっ

た。健康Ｌ群は，食栄が最も多く４１．９％で，芸術・文系が３２．３％，母親世代が２５．９％だった。

　さらに，対象の住居形態（図　）は，「自宅生活者」が栄養Ｈ・Ｌ群に８９．８％・８７．８％とほ２
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ぼ同率で，健康Ｈ・Ｌ群では９５．２％・８３．９％とややＨ群が多かった。

　自宅生活者の家族構成（図　）をみると，「親と未婚の子供」の核家族が，栄養Ｈ・Ｌ群に３

それぞれ８４．９％・７３．３％，健康Ｈ・Ｌ群にそれぞれ９５．０％・８０．８％だった。また，家族構成平

均人数は栄養Ｈ群が４．０６人±０．７６，栄養Ｌ群が４．３９人±１．０１，健康Ｈ群が４．１５人±０．７３，健

康Ｌ群が４．２３人±　．８５で，全国平均世帯人数の２．７２人５） に比較すると多い。 ０
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図１　対象構成（％）
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図２　住居形態



２．野菜含有栄養素に関する知識

　野菜に含まれる栄養素の知識状況を図４に示す。栄養素知識別ではエネルギー（４７．５％・

７．８％），たんぱく質（２８．８％・１．１％），プロビタミンＡ（１００．０％・６８．９％），ビタミンＢ群

（８８．１％・２８．９％），ビタミンＣ（９８．３％・４４．４％），プロビタミンＤ（６４．４％・２．２％），ビタ

ミンＥ（８６．４％・８．９％），鉄（８１．４％・１０．０％），カルシウム（52.5%・2.2%），カリウム（66.1%・

7.8%），食物繊維（100.0%・76.7%）にρ＜　.001で，脂肪（11.9%・0.0%）にρ＜0.05で有意な0

関連が認められた。栄養H群の全員が知っていたのはプロビタミンＡと食物繊維で，ビタミンC，

ビタミンＢ群，ビタミンＥ，鉄は　割以上の者が，カリウム，ビタミンＤ，カルシウムは半数８

以上が知っていた。一方，栄養Ｌ群の半数以上の者が知っていたのは食物繊維とプロビタミン

Ａの　項目だった。健康貢献知識別では，ビタミンＥ（61.9％・19.4％）にρ＜0.01で，エネル２

ギー (28.6％・6.5％)，プロビタミンＡ(100.0％・74.2％)，プロビタミンＤ（47.6％・16.1％），カ

リウム(47.6％・16.1％)にρ＜0.05で有意な関連が認められた。健康H群の全員が知っていた栄養

素はプロビタミンＡの　項目で，食物繊維（95.2％），ビタミンＣ（85.7％）を　割以上の者が，１ 8

ビタミンＢ群（66.7％），ビタミンＥ（61.　％），鉄（52.　％）を半数以上の者が知っていた。9 4

健康Ｌ群は食物繊維（80.6％），プロビタミンＡ（74.2％），ビタミンＣ（71.0％），ビタミンＢ

群（50.4％）の順で，両群共知っている栄養素の種類には同様な傾向がみられたが，知ってい

る比率はＨ群に高かった。

　野菜の各栄養素を　点とした正解平均点数（表　）をみると，栄養Ｈ群が8.3点±１.6，栄養Ｌ１ １

群が2.6点±0.6，健康Ｈ群が6.1点±2.0，健康Ｌ群が3.8点±2.1だった。栄養H群・健康Ｈ群には，

健康志向が高い40～50歳の母親世代　)が多く含まれていたためと推測される。6
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（点）

８．３±１．６栄養Ｈ群 n=５９

野菜に含まれる栄養素
２．６±０．６栄養Ｌ群 n=９０

６．１±２．０健康Ｈ群 n=２１

３．８±２．１健康Ｌ群 n=３１

表１　野菜の栄養素知識平均正解点数
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図４　野菜に含まれる栄養素の知識状況



　なお今回は，じゃがいもが食卓で野菜と同様に扱われる傾向があること，さつまいもが本県

の特産品であること，ＪＡ県経済連・園芸生産事業部の調査依頼があったこと，（社）全国野

菜需給調整機構の「野菜消費改善に関する消費者の意識調査」でも芋類・茸類を含めていたこ

とから，本研究でもそれらを調査対象に含め「プロビタミンＤ」を正解とした。

　

　．野菜の健康貢献に関する知識３

　野菜の健康貢献知識状況を図　に示す。栄養素知識のＨ・Ｌ群別では，高血圧予防（62.7％・５

23.3％），貧血予防（59.3％・21.1％），ストレスに対する抵抗力アップ（35.6％・15.6％）にρ＜

0.001，コレステロール値降下作用（57.6％・34.4％）にρ＜0.01，ガン予防（54.2％・26.　％），7

便秘予防（94.9％・82.2％）にρ＜0.05で有意な関連が認められた。栄養Ｈ・Ｌ群共一番に便秘

予防を挙げ，続いて栄養Ｈ群は高血圧予防，貧血予防，コレステロール値降下作用を挙げ，栄

養Ｌ群は，肥満・糖尿病予防（46.7％），コレステロール値降下作用の順だったが，全般的に栄

養Ｈ群の知識が高かった。健康貢献知識のＨ・Ｌ群別では，高血圧予防（100.0%・6.5%），コレ

ステロール値降下作用（100.0%・3.2%），肥満・糖尿病予防（100.0%・6.5%），ガン予防（100.0%・

3.2%），貧血予防（95.2%・0.0%），ストレスに対する抵抗力アップ（95.　%・0.0%）にρ＜0.0012

で，骨・歯が丈夫になる（42.9%・0.0%）にρ＜0.01で有意な関連がみられた。健康H群は全員

が，高血圧予防，コレステロール値降下作用，肥満・糖尿病予防，ガン予防，便秘予防（100.0%）

の　項目を知っており，貧血予防，ストレスに対する抵抗力アップの知識も　割以上と高かっ5 9

た。知識が最も低かった項目は骨・歯が丈夫になる（42.9％）だった。健康Ｌ群は，便秘予防

を80.6％の高率で挙げていたが，他の　項目は　割以下だった。7 1

　野菜の健康貢献知識を各　点とした正解平均点数（表　）をみると，健康Ｈ群が7.3点±0.5，１ ２

健康Ｌ群が1.0点±0.0で，栄養H・L群別では栄養Ｈ群が4.3点±2.0，栄養Ｌ群が2.5点±1.４と，H

群に高かった。
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図５　野菜の健康に貢献する知識状況

（点）

４．３±２．０栄養Ｈ群 n=５９

野菜に含まれる栄養素
２．５±１．４栄養Ｌ群 n=９０

７．３±０．５健康Ｈ群 n=２１

１．０±０．０健康Ｌ群 n=３１

表２　野菜の健康貢献知識平均正解点数



　また，栄養素知識と健康貢献事項知識の関連（表

　）をみると，栄養Ｈ群の59名中には，健康Ｌ群が３

　名，健康Ｈ群が　名含まれ，栄養Ｌ群の90名中に5 9

は，健康Ｌ群が20名，健康Ｈ群が　名あった。栄養2

素知識の高い群は，健康貢献知識も高かったが，全

員が知っていた健康貢献事項は皆無だった。このこ

とから，今後，栄養と健康の関係をつなげていくよ

うな指導が必要と思われる。

　．野菜使用状況と使用意識４

　－　　緑黄色野菜および淡色野菜摂取意識４ １

　緑黄色野菜および淡色野菜摂取意識を表　に示す。栄養素知識別では，緑黄色野菜を「もっ４

と多くしたほうがよい」と回答した者はＨ群に49.2％，Ｌ群に47.8％あり，「丁度よい」とした

者がそれぞれ50.8％・50.0％で，H・L群共「丁度よい」とした者がやや多かった。淡色野菜で

は，「もっと多くしたほうがよい」はＨ群に33.9％，Ｌ群に25.6％あり，「丁度よい」はそれぞれ

66.1％・73.3％と，自己評価による充足傾向はL群が高かった。健康貢献知識別では，緑黄色野

菜を「もっと多くしたほうがよい」と回答した者はＨ群が57.1％，Ｌ群が58.１％とほぼ同様な傾

向がみられ，「丁度よい」はそれぞれ33.3％・41.9％だった。淡色野菜は，「もっと多くしたほう

がよい」がＨ群に42.　％，Ｌ群に32.3％あり，「丁度よい」はそれぞれ52.4％・67.7％で，両群9

共，「丁度よい」とした者が緑黄色野菜より多く，その傾向はL群に高かった。

　野菜の摂取量が不足する理由（図　）を栄養素知識別にみると，栄養Ｈ群は一番に「主とな６

る食材（肉･魚等）でないから」を32.4％の者が挙げ，続いて，「一回で使い切れず腐らせてし

まう」が26.5％だった。一方，Ｌ群は「主となる食材（肉･魚等）でないから」を42.6％が，「お

いしくない」と「一回で使い切れず腐らせてしまう」を23.4％の同率で挙げていた。さらに，

「値段が高い」もほぼ同率の17.6％・17.0％で挙げていた。また，栄養Ｈ群は「一回で使い切れ

ず腐らせてしまう」「買い物が面倒」「洗うのが面倒」「料理をするのが面倒」などの食事支度

に関連する項目を挙げており，知識をもつことが食事支度を回避しない姿勢にはつながってい

なかった。健康貢献知識別では，健康Ｈ群は一番に，「主となる食材（肉･魚等）でないから」
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健康Ｌ群　
　　ｎ＝３１

健康Ｈ群　
　　ｎ＝２１

栄養Ｌ群　
　　ｎ＝９０

栄養Ｈ群　
　　ｎ＝５９カ　テ　ゴ　リ項　　目

５８．１５７．１４７．８４９．２もっと多くした方がよい

緑 黄 色 野 菜
４１．９３３．３５０．０５０．８丁度よい
０．００．０１．１０．０減らした方がよい
０．０９．５１．１０．０わからない
３２．３４２．９２５．６３３．９もっと多くした方がよい

淡 色 野 菜
６７．７５２．４７３．３６６．１丁度よい
０．００．００．００．０減らした方がよい
０．０４．８１．１０．０わからない

表４　緑黄色野菜および淡色野菜の摂取意識

（名）

栄養Ｌ群　
　 n=９０

栄養Ｈ群　
　 n=５９

２９健康Ｈ群　
　　ｎ＝２１

２０５健康Ｌ群　
　　ｎ＝３１

表３　栄養知識と健康知識の関連



と「値段が高い」を同率の42.9％で挙げ，次に「一回で使い切れず腐らせてしまう」が28.6％

だった。Ｌ群は「主となる食材（肉･魚等）でないから」を50.0％が一番に，続いて「おいしく

ない」を33.3％が，「一回で使い切れず腐らせてしまう」を27.8％が挙げていた。野菜を「おい

しくない」と感じる傾向は栄養Ｈ群より栄養Ｌ群に14.6％多く，健康Ｈ群より健康Ｌ群に26.　2

％多かった。野菜の摂取量把握の自己評価には若干の疑問が持たれるが，野菜を「おいしくな

い」と感じることが，必ずしも野菜の摂取量の低下につながってはいない様子がうかがえた。

　－　　生鮮野菜使用頻度４ ２

　　訂食品成分表を参考に，日常使用率の高い野菜，旬が残っている野菜，近年市場に出回っ４

ている西洋・中国野菜７３種（表　－　）の使用状況を調査し，使用頻度別に使用率の高い野菜５ １

および未使用・知らない野菜の上位１０種を表　－　に挙げた。栄養素知識別に「週　～　回」５ ２ ３ ４

使用野菜をみると，栄養Ｈ・Ｌ群共，たまねぎ（84.7％・76.7％），人参（81.4％・72.2％），キャ

ベツ（67.8％・70.0％），きゅうり（71.2％・63.3％），ねぎ（78.0％・63.3％），トマト（66.　％・1

57.7％），じゃがいも（62.7％・53.3％），レタス（55.9％・52.2％）の使用が多かった。健康貢献
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図６　野菜の摂取量が不足する理由

人参さつまいもみつばたけのこアスパラガス
ねぎサラダ菜もやしたらの芽枝豆
れんこんしそらっきょう青梗菜グリンピース
はやとうり春菊チコリつわぶきかぶ
ピーマンセロリーモロヘイヤとうもろこしカリフラワー
ブロッコリー大根花にらなすきゅうり
みずからし（クレソン）高菜茎にんにくにら小松菜
みょうがたまねぎさやいんげんにんにく里芋
よもぎ玉ちしゃ（レタス）さやえんどう白菜ししとうがらし
わらびつるむらさきオクラパセリじゃがいも
トレビスとうがんかぼちゃはつか大根しょうが
タァサイトマトキャベツふだんそうそら豆
ズッキーニにがうりごぼうほうれん草貝割菜

表５ー１　生鮮野菜７３種



知識別にみても種類および使用率共栄養素知識別と同様な傾向がみられ，淡色野菜の使用が多

かった。こうした使用頻度の高い野菜は，一年中市場に供給される場合が多く，独特のあくや

癖の少なさによるためと推測され，野菜消費改善特別事業の平成　年度「野菜消費改善に関す9

る消費者の意識調査報告」　 )と同様な結果が得られた。次に，「未使用・知らない」野菜をみる6

と，栄養Ｈ群・健康Ｈ群共，トレビス（79.7％・95.2％），ズッキーニ（76.3％・85.7％），チコリ

（69.5％・81.0％）を高率で挙げ，栄養Ｌ群・健康Ｌ群は，トレビス（91.1％・96.8％），タァサイ

（88.9％・93.5％），ズッキーニ（86.7％・93.5％），チコリ（81.1％・90.3％），花にら（81.1％・90.3％），

つるむらさき（72.2％・77.4％），はやとうり（70.0％・67.7％）を挙げていた。これらは西洋・中

国野菜，まだ旬が残っている野菜などで，知らない傾向は栄養L群と健康L群に高かった。しか

し，野菜使用状況調査には，旬の時期や出回り時期および市場に出現する頻度などの影響が多々

あると推測されることから，調査時期を考慮する必要があると思われる。

　．野菜の購入意識５

　野菜の購入時気になることを図　に示す。栄養素知識のH・L群別では，旬（55.9％・25.6％）７

にρ＜0.001，価格（61.0％・36.7％）と新鮮度（89.8％・67.8％）にρ＜0.01，匂いや香り

（16.9％・5.6％）と栄養価（44.1％・24.4％），産地（49.2％・28.9％）にρ＜0.05で有意な関連

がみられた。両群共一番に新鮮度を挙げていたが，全般的に野菜購入時の意識は栄養Ｈ群が高

く，特に新鮮度，価格，旬を重視する傾向がみられた。健康貢献知識のH・L群別では，新鮮度

（90.5％・58.1％）と旬（76.2％・19.4％）にρ＜0.001，無農薬（66.7％・29.0％）と好き嫌い

（0.0％・35.5％）にρ＜0.01，価格（61.9％・32.3％）と栄養価（61.9％・29.0％）にρ＜0.05で

有意な関連がみられた。健康Ｈ群は一番に新鮮度を挙げ，続いて旬，無農薬の順だった。一方，

好き嫌いを挙げた者は健康Ｈ群にはみられず，健康Ｌ群に35.5％と多かった。外観および好き

嫌い以外の項目は健康Ｈ群の意識が高く，これは，日常野菜を購入する機会が多く，健康志向

の高い母親世代が　割近く含まれているためと推測される。また，こうした購入時気になる事７
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健康Ｌ群野　菜　名健康Ｈ群野　菜　名栄養Ｌ群野　菜　名栄養Ｈ群野　菜　名順位使 用 頻 度
８０．６たまねぎ

８５．７
たまねぎ７６．７たまねぎ８４．７たまねぎ１

３～４回／週

７７．４人参人参７２．２人参８１．４人参２
７４．３キャベツねぎ７０．０キャベツ７８．０ねぎ３
７４．２ねぎ

８１．０
きゅうり

６３．３
きゅうり７１．２きゅうり４

６７．７
きゅうりキャベツねぎ６７．８キャベツ５

玉ちしゃ（レタス）７６．２トマト５６．７トマト６６．１トマト６

６４．５
じゃがいも７１．４じゃがいも５３．３じゃがいも６２．７じゃがいも７
トマト

６１．９
大根５２．２玉ちしゃ（レタス）５５．９玉ちしゃ（レタス）８

３８．７大根玉ちしゃ（レタス）４０．０もやし４９．２大根９
３７．７ピーマン４２．９サラダ菜・ピーマン３８．９大根・ピーマン３９．０もやし・ピーマン１０
９６．８トレビス９５．２トレビス９１．１トレビス７９．７トレビス１

未使用・知らない

９３．５
タァサイ８５．７ズッキーニ８８．９タァサイ７６．３ズッキーニ２
ズッキーニ８１．０チコリ８６．７ズッキーニ

６９．５
チコリ３

９０．３
チコリ

６６．７
花にら

８１．１
チコリタァサイ４

花にらタァサイ花にら６２．７つるむらさき５
７７．４つるむらさき

５２．４
はやとうり７２．２つるむらさき６１．０花にら６

７１．０ふだんそうモロヘイヤ７０．０はやとうり
４９．２

はやとうり７

６７．７
モロヘイヤ

４７．６
たらの芽６４．４ふだんそうみずからし（クレソン）８

はやとうりみずからし（クレソン）６１．１モロヘイヤ４７．５たらの芽９
６１．３みずからし（クレソン）３８．１よもぎ・ししとうがらし５７．８みずからし（クレソン）４４．１とうがん１０

　　　表５ー２　使用頻度別上位野菜１０種



項は，平成　年度「野菜消費改善に関する消費者の意識調査報告」　 )と同様な傾向だった。９ 6

　．野菜の調理法頻度６

　日常の家庭における調理法頻度を図　に示す。栄養素知識別では，栄養H・L群共，生のまま８

が一番で71.2％・74.4％，続いて炒めるが64.4％・65.6％，煮るが55.9％・48.9％で同様な傾向が

みられた。健康貢献知識別では，H・L群共，炒める（90.５％・64.５％）にρ＜0.05で有意な関連

がみられ，健康H群は一番に炒めるを挙げ，煮る（85.7％），生のまま（47.6％），焼く（23.8％）

の順で，健康L群は一番が生のまま（80.6％）で，炒める（64.5％），煮る（51.6％）の順だった。

栄養素知識別ではH・L群共，調理の手間をかけず生のまま野菜を使う傾向が高かったが，健康

H群は健康L群に比較し，炒める，煮るなどの加熱調理を実施している様子がうかがえた。近

年，家庭においては手間のかかる調理法が敬遠されつつある　)といわれ，若年層は調理に手間7

をかけず，野菜を生のまま使う傾向が高いとも報告されている　)　)が，健康H群には母親世代が8 9

　割近く含まれていたため加熱調理が挙がってきたと推測される。 ７
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　．有機栽培野菜の使用意識７

　―　　有機栽培野菜重視意識の有無7 1

　有機栽培重視意識の有無（図　）をみると，９

栄養H・L群間にρ＜0.05で有意な関連がみられ，

どちらでもないと回答した者がそれぞれ

54.2％・46.7％で最も多く，重視するとした者は

Ｈ群に37.3％，Ｌ群に26.7％あり，重視しないと

回答した者は栄養L群がH群より18.2％多かっ

た。健康貢献知識別では，有意な関連はみられ

ず，重視するはＨ群に57.1％，Ｌ群に35.５％で，重視しないは4.8％・16.1％，どちらでもないと

した者は38.1％・48.4％だった。

　次に，重視するとした者の有機栽培購入時の意識を表　に挙げる。購入理由を上位　つ選択６ ３

とし，各理由の　位をみると，栄養素知識別ではＨ・Ｌ群共，一番に安全（59.1％・66.7％）１

を，続いて健康に良い（27.3％・25.0％），おいしい（13.6％・8.3％）の順だった。健康貢献知

識別ではＨ・Ｌ群共，安全（58.3％・63.6％）を一番に，続いて健康に良い（41.7％・36.4％），

おいしい（8.3％・０.０％）だった。農林水産省が都内の消費者を対象に野菜の購入理由　) を調査2

した結果，健康（80.0%），安全（70.0%）の順だったと報告していたが，本対象は栄養素知識

別・健康貢献知識別共安全を重視する傾向がみられた。これは，本対象の約65％が健康に対す

る切実感が希薄な短大生だったためと推測される。しかし，アンケート調査時に，近年の社会

問題となっている食品への異物混入などが発生していたとすれば，農林水産省調査の結果も異

なった結果になったと推測される。

　なお，本県のＪＡグループ鹿児島では平成11年度より，有機農産物等認証委員会が有機農産

物と認めた安心・安全な商品だけに，西郷さんのイラスト入り認証マークを貼付している。

　－　　「有機農産物および特別栽培農産物ガイドライン」に対する知識７ ２

　有機農産物，転換期間中有機農産物，無農薬栽培農産物，無化学肥料栽培農産物，減農薬栽

培農産物，減化学肥料栽培農産物の種類およびその定義などに対するガイドライン知識の有無

を表　に示す。栄養素知識別ではＨ・Ｌ群間にρ＜0.05で有意な関連がみられ，栄養H・L群共７

全く知らない（44.1％・60.0％）とした者が最も多く，続いて，名称を聞いたことはあるが内容
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６０�
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　　栄養Ｈ群�
　　栄養Ｌ群�
　　健康Ｈ群�
　　健康Ｌ群�

重視する　　　　　重視しない　　　どちらでもない　�

栄養Ｈ・Ｌ群間�
Ｐ＜０．０５　★�

図９　有機栽培重視意識の有無

（％）
健康Ｌ群　
　　ｎ＝１１

健康Ｈ群　
　　ｎ＝１２

栄養Ｌ群　
　　ｎ＝２４

栄養Ｈ群　
　　ｎ＝２２カ テ ゴ リ項　目

３６．４４１．７２５．０２７．３１位
健康に良い

購入理由

６３．６５０．０５０．０５９．１２位
０．０８．３２５．０１３．６３位
０．０８．３８．３１３．６１位

お い し い ０．０９１．７２９．２９．１２位
１００．００．０６２．５７７．３３位
６３．６５８．３６６．７５９．１１位

安　　　全 ３６．４４１．７２０．８３１．８２位
０．００．０１２．５９．１３位

表６　有機栽培野菜購入時の意識



は知らない（35.6％・32.2％），少し知っている（20.3％・7.8％）の順で，十分知っているとし

た者は両群とも皆無だったが，知識率は栄養H群がやや高かった。健康貢献知識別でもＨ・Ｌ

群間にρ＜0.05で有意な関連がみられ，健康H群は，名称を聞いたことはあるが内容は知らない

を一番に47.6％が挙げ，少し知っていると全く知らないを23.8％の同率で挙げていた。また，健

康L群は全く知らないを64.5％で一番に挙げ，続いて，名称を聞いたことはあるが内容は知らな

いを25.　％の者が挙げ，知識率は栄養H群が高かった。8

　「農薬の安全使用基準」の認識状況をみると，栄養Ｈ・Ｌ群共，少し知っている（37.　％・37.8％）3

とした者が最も多くほぼ同率で，続いて，Ｈ群は名称を聞いたことはあるが内容は知らない

（30.5％），全く知らない（23.7％），十分知っている（8.5％）の順だった。一方，Ｌ群は全く

知らない（35.6％），名称を聞いたことはあるが内容は知らない（25.6％），十分知っている（1.1％）

の順で，Ｌ群の認識が低かった。健康Ｈ・Ｌ群では，両群共，少し知っている（52.4％・38.7％）

を一番に挙げ，続いて，Ｈ群は名称を聞いたことはあるが内容は知らない（33.3％），十分知っ

ている（9.5％），全く知らない（4.8％）の順だった。Ｌ群は，全く知らない（32.　％），名称3

を聞いたことはあるが内容は知らない（25.8％），十分知っている（3.2％）の順で，健康貢献知

識別でもＬ群の認識が低かった。

　「農薬使用に対する意識」をみると，栄養Ｈ・Ｌ群共，できるだけ使用しないでほしいとし

た者が67.8％・71.１％で最も多く，使ってほしくないが22.0％・21.1％，仕方がないが10.２％・

7.8％の順だった。健康Ｈ・Ｌ群でも，できるだけ使用しないでほしいが52.4％・67.7％で最も

多く，続いて使ってほしくないが33.3％・16.1％，仕方がないが14.3％・16.1％と同様な傾向が

みられた。栄養H群・健康H群共，有機栽培を重視する傾向はやや高く，野菜購入時に安全性

を重視する姿勢もみられたが，ガイドライン知識や農薬の安全使用基準に対しての認識は低

かった。有機農産物や食品の安全性については，消費者にテレビや新聞を通して情報が提供さ

れることが多いが，ガイドラインや農薬安全使用基準などは情報量が少なく，一般的に目に触

れる機会が少ないためと推測される。

　近年，消費者は年齢が高くなるほど野菜購入時に産地表示や有機および低農薬野菜を意識し

ている　)と報告されている。そうした中で，産地と消費地の双方の自治体が，認証した有機農6
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（％）

Ｔ検定健康Ｌ群
　ｎ＝３１

健康Ｈ群
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　ｎ＝５９カ テ ゴ リ項　目
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３８．７５２．４３７．８３７．３�少し知っている
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使 用 意 識
６７．７５２．４７１．１６７．８�できる限り使用しないでほしい
１６．１３３．３２１．１２２．０�使ってほしくない

Ｐ＜０．０５★

表７　農薬使用に関する意識



産物を市場に流通させるという流通協定が開始10)されたと聞く。しかし，日本農林規格に沿っ

た不当表示ではない有機農産物は，全農産物の中でわずかである　)という状況下にあり，今後2

の有機農産物生産に関しては，収量の問題など多くの課題が残されているといえる。

　．旬野菜の知識状況８

　一年のうち　～　月を春，　 ～　月を夏，　 ～11月を秋，12～　月を冬と区分した上で，四３ ５ ６ ８ ９ ２

季別の旬を感じる野菜平均個数を調査し，さらに，一般に旬といわれる時期11)～13)およびJＡ県経

済連・園芸生産事業部提供データによる本県の出荷量が最も多い時期の両面から，各季に該当

するものを旬野菜と定義し，旬の時期を誤認識していた野菜を除外した後の四季別旬野菜の知

識状況を表　に挙げた。栄養素知識別では，栄養Ｈ群がＬ群より春・夏・秋・冬それぞれ1.0８

種・1.6種・0.3種・0.9種多く，健康貢献知識別でも，健康Ｈ群がＬ群より2.7種・3.1種・0.5種・

1.2種多かった。栄養H・L群・健康H・L群共，季節別では夏が最も多く，秋が最も少なかった。

今回，四季別に旬野菜を分類する過程で，旬の定義づけの困難さおよび野菜や果物の旬がなく

なっている現状を実感した。一年中多種類の野菜が入手できる中で，旬野菜は栄養価が高く14)，

味もよいことから，旬野菜を活用したおいしい料理を日常の食卓に登場させることが，若い世

代の野菜離れ　)15)16)に歯止めをかけることにもつながると考える。6

Ⅳ  おわりに
 

　野菜に含まれる栄養素の知識が低い者は，野菜が健康に果たす役割についての知識も低い状

況にあり，知識が低いということは野菜に対する関心が希薄であると推測される。さらに，無

関心さは，日常の野菜の適正な摂取量を正確に把握できないことにも関連すると思われる。今

回のアンケート調査でも，野菜の健康貢献知識の有無が，必要量の野菜を摂るという実行動に

つながっていない現状を知り得る結果となり，頭に知識を詰め込むだけでは，野菜摂取量増加

の改善には至らないことが痛感された。

　そうした中で，厚生省は健康の保持・増進，生活習慣病予防を目的に，日本人の栄養所要量

第　次改定でビタミンＣ摂取基準を50ｍｇから100ｍｇに変更し，それに伴い，十年計画で，野６

菜の　日摂取量を現在の２９２ｇから３５０ｇに増やすことを目標に掲げている　)。しかし近年，若１ 1

年層の調理技術低下や，家庭における調理の簡便化17)，台所の手伝い率減少18)19)などが報告され
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（種）

Ｔ検定健康Ｌ群
　ｎ＝３１

健康Ｈ群
　ｎ＝２１

栄養Ｌ群
　ｎ＝９０

栄養Ｈ群
　ｎ＝５９カテゴリ項　目

ＡＨ・ＡＬ群間 ★★
ＢＨ・ＢＬ群間 ★★１．７±１．６４．４±３．２２．２±１．９３．２±２．５春

旬を知っている
　　　  野菜数

ＡＨ・ＡＬ群間★★★
ＢＨ・ＢＬ群間 ★★２．２±１．８５．３±４．２２．２±２．０３．８±３．０夏

ＡＨ・ＡＬ群間　★０．９±０．７１．４±１．３１．０±０．９１．３±１．１秋
ＡＨ・ＡＬ群間 ★★
ＢＨ・ＢＬ群間 ★★１．８±１．５３．０±２．２１．７±１．３２．６±２．０冬

Ｐ＜０．０５★　Ｐ＜０．０１★★　Ｐ＜０．００１★★★

表８　旬を知っている野菜の数



ている。野菜摂取量の少なさを改善するひとつの方法としては，まず野菜に関する知識を持た

せて関心を向けさせ，実際においしい野菜料理を家庭や学校で調理させることが必要であると

考える。

　本研究の要約は，日本調理科学会平成12年度大会および第47回日本家政学会九州支部大会に

おいて口頭発表した。

《要約》
　．野菜含有栄養素に関する知識１

　　野菜に含まれる栄養素では，栄養Ｈ群の全員が知っていたのは，「プロビタミンＡ」と「食物繊維」で，「ビ

タミンＣ」「ビタミンＢ群」「ビタミンＥ」「鉄」が　割以上だった。栄養Ｌ群の半数以上が知っていた栄養素８

は，「食物繊維」と「プロビタミンＡ」だった。健康Ｈ群では，全員が知っていたのは「プロビタミンＡ」の

みで，「食物繊維」と「ビタミンＣ」が　割以上で知っている栄養素の種類は健康Ｈ・Ｌ群共同様な傾向だっ８

たが，Ｈ群の知識が高かった。

　．野菜の健康貢献に関する知識２

　　野菜が健康に果たす役割では，栄養Ｈ・Ｌ群共，一番に「便秘予防」を挙げ，栄養Ｈ群は「高血圧予防」「貧

血予防」「コレステロール値降下作用」の順で，栄養Ｌ群は「肥満・糖尿病予防」「コレステロール値降下作用」

の順だったが，全般的に，栄養Ｈ群の知識が高かった。健康Ｈ群の全員が，「高血圧」「コレステロール値降下

作用」「肥満・糖尿病予防」「ガン予防」「便秘予防」の　項目を知っており，知識の低かった項目は「骨・歯５

が丈夫になる」のみだった。一方，健康Ｌ群が高率で知っていたのは「便秘予防」のみだった。

　．野菜使用状況と使用意識３

　　）緑黄色野菜および淡色野菜摂取意識１

　　　緑黄色野菜・淡色野菜共，栄養素知識および健康貢献知識の高低に関わらず，「もっと多くした方がよい」

と自己評価する者が多く，その傾向は淡色野菜より緑黄色野菜に高かった。

　　　また，野菜摂取が不足する理由では，「主となる食材でないから」「一回で使い切れず腐らせてしまう」な

どを高率で挙げ，栄養Ｌ群・健康Ｌ群は，「おいしくない」も高率で挙げていた。

　　）生鮮野菜使用頻度２

　　　使用頻度の高い野菜は，たまねぎ・人参・キャベツ・きゅうり・ねぎ・トマト・じゃがいも・レタスなど

で，より淡色野菜が多く，未使用または知らない野菜としては，トレビス・ズッキーニ・チコリなどの西

洋・中国野菜を挙げており，栄養素知識別・健康貢献知識別共同様な傾向があった。

　．野菜の購入意識４

　　　野菜購入時気になることは，栄養素知識別では，Ｈ・Ｌ群共「新鮮度」を高率で挙げ，続いて栄養Ｈ群は

「価格」「旬」だった。健康貢献知識別では，健康Ｈ群は「新鮮度」「旬」「無農薬」の順に挙げていた。全

般的に購入意識は，健康Ｈ群に高かったが，「外観」「好き嫌い」は気にしていない様子がうかがえた。

　．野菜の調理法頻度５

　　　日常の調理法頻度をみると，栄養素知識別では，Ｈ・Ｌ群共，「生のまま」を一番に挙げていた。健康Ｈ

群では「生のまま」と，「炒める」「煮る」「焼く」など手間のかからない加熱調理を挙げていた。

　．有機栽培野菜の使用意識６

　　　栄養Ｈ群・健康Ｈ群は野菜の有機栽培を「重視する」とした者が多く，有機栽培野菜購入意識は「健康」

や「おいしさ」よりも，「安全性」を重視する傾向がみられた。ガイドラインの知識と農薬の安全使用基準

は，栄養知識別・健康貢献知識別共，Ｈ群の知識が高かったが，十分知っているとした者はほとんどみられ

なかった。また，農薬使用に対しては，できるだけ使用しないでほしいが最も多く，栄養Ｈ・Ｌ群それぞれ
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67.8％・71.1％，健康Ｈ・Ｌ群52.4％・67.7％だった。

　．旬野菜の知識状況７

　　　旬野菜の知識は，栄養知識別・健康貢献知識別共，Ｈ群が高く，季節別にみると夏が最も多く，秋が最も

少なかった。
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